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10月 子ども・教育 学校給食につい
て

　高知市内の中学校の給食が余りにも美味しくない。特にお米がベチャベチャで柔らかすぎて美味しくない，おかず
も貧相，デザート類は皆無です。
　学校の給食が美味しくないという理由で不登校の児童までいます。中学校まで義務教育なのに学校に行かない
理由が給食を食べるのが苦痛だからという児童がかなりいます。先ずは市長自身が食べてみて下さい。これはあり
得ない，と思いますよ。
　学校給食の改革をお願いいたします。給食が美味しいから学校へ行くって児童も必ず増えます。宜しくお願いいた
します。因みに佐川町の学校給食は無茶苦茶美味しいです。事実給食が美味しいから学校に行く児童もいますよ。

　学校給食につきましてご意見をいただきありがとうございます。
　ごはんが柔らかすぎることがあったとのこと，申し訳ありません。
　学校給食の献立は，文部科学省が示す学校給食摂取基準に沿って，使用する食材の種類や量の目安を決め作成しております。
　一方で，昨今の物価高騰や暑さによる食材の品不足などにより，食材の調達が思うようにできないことによる献立への影響も少なくありませ
ん。
　しかしながら，給食が楽しみで学校に登校する生徒が増えるよう，創意工夫を盛り込んだ献立作成また調理技術の向上に努めてまいります。
　この度は，貴重なご意見をいただきありがとうございました。

教育政策課

1月 子ども・教育 高知市学校給食
費の免除につい
て

　高知市より学校給食が２か月分免除されると発表されました。継続的な無償化ならまだしも，期間限定の持続的
でない政策は，正直，根本的な解決にはなっていないと思われます。持続的な無償化が仮に可能だとしても，私自
身，無償化が必ずしもいいとは思っておりません。
　私はPTA役員にも給食の試食会にも参加しています。提供される給食を見て思ったのは「質素」「少ない」です。見
ていて給食にワクワクしないんです。
　給食費が高い，無償化しろなどという意見もありますが，調理をして家計を考える身からすると，もし給食がない場
合，栄養も考えながら，毎日330円でお弁当を作れるのか，と疑問しかありません。給食と同じような内容を家庭で
毎日330円でやれと言われても，ほとんどの家庭では無理なんです。　そんな中で給食というのは，子供の食育に
おいて，平等に提供できるとても重要なものなんです。
　そんな給食が今現在，「しょぼい」と感じており，見ていてワクワクしないんです。無償化や免除したところで，材料
費が減るわけでも，人件費がまかなえるわけでも，内容が変わるわけではありません，しょぼいままです。
　将来を担う子供たちの食育はいうまでもなく大事なのに，無償化や免除で，本質的なところが置き去りにされては
ないでしょうか。どうか年間を通して子供達がワクワクするような給食の内容や，給食業界で働く方の待遇なども改
善されるような税金の使い方をご検討いただきたい。
　私としては，やはり給食費自己負担分を全額免除ではなく負担を一部軽減しつつ，給食内容も改善して上乗せ分
を一部税金で補助がよいと思います。少し安くなって，少し給食が華やかになる。これが持続的に続くことが，色々
な問題に対しても理想なのではないかと思います。
　現時点でも給食に対する国からの補助や自治体による補助金制度などもありますが，物事は0か100ではないこと
をご理解いただき，長い目で何が最善で，何を諦めてはいけないか，何のためなのか，よく考えていただきたいで
す。大事な部分を見ないフリの一時的なパフォーマンスは，ただの一時しのぎでしかありません。

　学校給食についてご意見をいただきまして，ありがとうございました。また，学校給食に対し，深くご考察，ご理解いただいていますことに感謝
申し上げます。
　自分に必要な量や食品の選び方を知ることができる学校給食は，「生きた教材」と表現されます。栄養をとるという面だけでなく，これまでに出
会ったことのない食材や料理に触れる，食の経験を増やす場を提供できるのは，給食の大切な一面であると考えています。
　給食ではない方法で準備する場合，おっしゃるように，子どもや家庭によって食事内容に偏りが出ることは容易に想像ができます。一方で，日
に日に食材費が値上がりしておりますので，給食費の値上げをさせていただいても，余裕がないのが実状です。給食をご試食いただいた際に
「質素」「少ない」と感じたとのご意見をいただき，献立や食材の組合せにもっと工夫が必要だと痛感しました。
　ご提案いただきました，保護者負担と公負担のハイブリッドという方法も学校給食の質を確保するために，有効な手段の一つだと考えます。
　今回，2・3月分の給食費を無償とする財源は，国の交付金を活用しております。物価高騰に伴う保護者負担軽減が目的であるため，少しでも
早く保護者様の負担を軽減する方法として，高知市ができる範囲で無償という方法を取らせていただきました。
　今後の学校給食費を考えていく中で，給食の質を確保するための給食費の在り方について，無償と全額自己負担の方法だけでなく，様々な方
法を研究していきたいと考えます。
　食べることは楽しいこと，わくわくする給食で子どもたちが食の経験を増やしていけるように，尽力してまいります。
　貴重なご意見をいただきありがとうございました。

教育政策課

3月 子ども・教育 昭和小学校の遊
具について

　下知地区の昭和小学校の遊具がほぼ使用禁止で遊ぶことができません。
　先生にお訊ねしたら，どうも後回しにされているようです。税金でまかなわれていると思うのですが，もう何年も放
置されているのでしょうか。遊具はずっと使用禁止のテープが貼られていて，見るたびに何とも言えない気持ちにな
りました。
　一度見に来て確認し，児童たちがどう思っているのか聞いてみてほしいです。子供たちにもお金を使って下さい。

　市民の声の箱用紙にてご意見いただきましたことにつきまして，お返事させていただきます。
　学校遊具につきましては，児童が安全・安心に使用するため，毎年度専門業者による点検を実施しておりまして，業者から危険と判定を受けた
ものにつきましては，使用禁止とし，適宜修繕や撤去等を行っております。
　昭和小学校には，10種16基の遊具がありまして，昨年度３基の修繕を行い，現在は４基を除く12基の遊具が使用可能な状況でございます。
　本来であれば，児童が全ての遊具を使用できるよう，早急に修繕等を行うことが好ましいですが，校舎・体育館の外壁や軒天井のコンクリート
片の落下等の重大な事故につながる恐れのある箇所や学校運営に著しく支障をきたす給排水の故障等の修繕を優先して実施しておりますこと
から，遊具の修繕等を全て実施するに至っていません。
　しかしながら，学校遊具につきましては，休み時間等において児童に楽しい遊びを提供し，身体や運動能力を育む効果もあるため，児童の成
長発達に重要な役割を果たすものでありますことから，毎年度の専門業者による点検結果に基づいた修繕に努めてまいりますので，ご理解をお
願いいたします。

学校環境整備課

3月 子ども・教育 中学校制服に関
しての意見・要
望

　『公立中学校全校の制服デザインの統一並びに制服一式の所得制限なしでの無償化（無償提供もしくは無償貸
与），私立中学校制服の購入費の全額補助』
・現状，各校の制服デザインに格差が生じている。○○中や△△中などはデザイン性に富み，ジェンダーレスなデ
ザインにもなっているため，時代の流れに沿っている。また，自らが着用する制服デザイン，パターンを選択するこ
とができる。一方，時代の流れに沿っておらず，センスが感じられないデザインの学校もある。はっきり申し上げてダ
サい。男女の制服は別だし，未だにスカートのみであったり，スラックスが採用されてはいるが，現行モデルに無理
矢理スラックスを合わせているだけで工夫が感じられない。市立中学校は進学先を自ら選択する余地がないので，
こういったデザイン格差は不公平感が生じている。不公平感を無くすためにも，全ての公立中学校の制服デザイン
統一し，尚且つジェンダーレスモデルにしていただきたい。
・全校の制服デザインを統一することにより，無償提供（無償貸与）の際の管理が容易になる。
・上着に校章バッチ，カッターシャツの襟に校章を刺繍することにより各校の区別化を図る。
・冬用制服一式を揃える場合，現在では5万円ほどかかり，物価が高騰し賃金も上がっていない現状を考えると，程
度の差はあれど家計への負担が否めない。市からの中学進学時祝金は大変有り難い施策ではあるが，昨今の経
済状況を鑑みて，制服の無償化を是非検討していただきたい。
　子育て支援の一環として，上記のような施策があれば，より一層高知市で子育てがしやすい環境になるのではな
いかと考えます。

　この度はご意見をいただき，誠にありがとうございました。　いただいたご意見に対し，以下のとおりお答えいたします。

○公立中学校全体の制服デザインの統一について
　制服は単なる衣服ではなく，学校の歴史や生徒自身の思い，保護者や地域の方々のお考えなど，様々な思いが込められています。また，機能面や着
用感（防寒・耐久・速乾性・着心地や動きやすさ）などの改良がなされており，生徒の日常生活に深く関わるものです。
　高知市立中学校の制服は，各中学校の生徒会を中心にして，学校生活のルールについて議論された「学校生活のきまり」に定められています。
　現在，多くの中学校において各学校の生徒会主催の「生徒総会」を通じて，生徒の意見を取り入れた制服の見直しが行われてきました。その一環とし
て，男女ともにブレザー型の制服が採用されています。この選択は機能面での優れた特徴を持つだけでなく，ジェンダーレスの視点も考慮されていま
す。生徒自身の声を基にしたプロセスを踏むことで，多くの学校手新しい制服が誕生しました。このプロセスは，生徒一人ひとりの個性や多様性を尊重
し，学校全体のニーズに応えるための大切なステップです。また，生徒自身の制服への愛着や大切に思う気持ちを育てるとともに，制服を含めた「学校
生活のルール」を自ら考え決めていく規範意識の醸成など，教育的意義も大変大きいと考えます。
　一方で，教育委員会が一律に制服を決定することは，各学校の独自性やこれまでの各学校の歴史，特に生徒自身の思いや保護者・地域の方々のお
考えなどを無視することにつながることになるため，全ての高知市立中学校の制服デザインの統一は考えておりません。
　以上が，高知市立中学校を取り巻く制服に関する現在の状況です。生徒たちが自らの意見が尊重される経験を積み，より良い学校生活を送ることが
できるよう，ご理解とご協力をお願いいたします。

○制服一式の所得制限なしでの無償化（無償提供もしくは無償貸与）について
　高知市立中学校の制服（冬仕様）比較では，男子生徒が着用する学生服は，上下セットで約46,000円～50,000円（カッターシャツ含）となっています。ま
た女子生徒が着用する制服は３タイプあり，ワンピース型で約62,000円，ブレザー型で約61,000円，セーラー型で約47,000円（ブラウスやリボン含）となっ
ております。現在多くの公立中学校で広がっております「新しい制服」は男女ともブレザー型でスカート・スラックスが選べ，生地の違いやネクタイ・リボン
有無等若干の値段の違いはありますが，およそ40,000円前半で購入が可能となっていることから，保護者負担の軽減にもつながる値段設定となってい
ます。
　高知市立中学校を卒業し，高知市立中学校に進学する生徒は，ここ数年，毎年1,700人程度で推移しております。また，高知市立中学校に通う，中学1
年～中学3年なでの全ての生徒数は約5,000～5,500人で推移しております。
　ご意見としていただいております所得制限なしの無償化や無償貸与については，高知市全体の財政上の課題もあり困難であると考えています。

○私立中学校制服の購入費の全額補助
　私立中学校につきましては，高知市教育委員会の管轄ではないため，お答えすることができません。どうぞ，ご了承ください。なお，直接，学校にお問
い合わせくださるようお願いします。

人権・こども支援
課

令和６年度　市民の声一覧(下半期公表）

1/1


